
東海第二発電所 建屋断面図（津波の影響） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タービン建屋 

原子炉建屋

海水ポンプ 
建屋設置レベル:TP +8.0m

津波遡上高は、 

通常海水面＋5.4m 程度であったと 

推定。 

一部が海水ポンプ設置エリアに浸入

した。 

添付資料－８ 


